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            パッチ状の母集団からのサンプリング
                                    岸 野 洋 久
 通常の場合，自然の動植物はパッチ状に分布している、個体数の動力学を扱うときもこれを考慮に入
れる必要が生ずることがある．Da÷idとMooreは集合度の尺度として∫＝γ／m－1を提案している．こ
こでm，γはそれぞれ標本個体数の平均，分散である．その度数分布としては負の二項分布が知られて
いるが，この場合はその級数パラメータを后とすると，γ＝m＋m2／后となる．従って々と∫には々二
m／∫の関係がある．
 一方，パッチ状の分布をバッチの分布w1（az、）（特性測度λ、（z王）az。のポアソン確率場）とz、に中心
をもつバッチ内の個体の分布M・（Zl：aZ・）（特性測度λ・（Z・一Z・）aZ・のポアソン確率場）でモデル化する
と，領域λ内の個体数M（λ）について
・［舳1一∫λ・・ん（励）あ
・［舳1一・［・（λ）1・∫／1（幻）・締／∫ん（舳）叫
とたる．λ、（Z。）≡λ、，1λ1小，λ。（y）＝ρ炊（y）のときは
